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１ 会議名 令和２年度第１回長岡市寺泊水族博物館協議会 

２ 開催日時 令和２年７月10日（金） 

午後３時00分から午後４時00分 

３ 開催場所 長岡市寺泊支所 ２階 大会議室 

４ 出席者名 協議会委員 
大浦方委員、鹿目委員、金内委員、品田委員、遠山委員 
古川原委員、丸山委員、柳下委員 
 
委員以外の出席者 
小池教育部長、河内寺泊支所長 
大矢政策企画課長 
 
（事務局＝科学博物館） 
小熊科学博物館長、神保科学博物館長補佐  
青柳寺泊水族博物館長、安藤主査、矢引主査 
田中会計年度任用職員 

５ 欠席者名 石井委員、山田委員 

６ 議題 報告（１） 正・副委員長の互選について 

 

（２） 令和２年度事業実施計画・状況について 

 

（３） 水族博物館整備事業の計画（概要）について 

 
 

 

 

 



７ 審議結果の概要 （１） 正・副委員長の互選について 

 
 

（２） 令和２年度事業実施計画・状況について 

概要を事務局より提案 

 

（３）水族博物館整備事業の計画（概要）について 

概要を事務局より説明 

 

８ 審議の内容 
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（１） 正・副委員長の互選について 

これまでの経緯を理解されている柳下委員を委員長、金内委員を副委

員長に推薦したい。 

 

異議なし。 

 

それでは委員長は柳下委員、副委員長は金内委員に決定する。 

 

（２）令和２年度事業実施計画・状況について 
（資料により説明） 

主な意見は次のとおり。 

 

来館者の検温については何か行っているか。 

 

ＡＩ体温検知カメラを導入する予定である。 

 

その装置を導入するまではどうするのか。 

 

非接触型の体温計を導入する予定である。 

 

問診票のようなものを作り、来館者から体調や行動歴を記入してもら

うのはどうか。 

 

問診票を真面目に書いている人は少数のようなので、若い世代には効

果がないかもしれない。 

他の水族館では、ＳＮＳが人気になっていても緊急事態宣言解除後も
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副委員長 

来館者数が少なかったりしているので、しっかりと来館者があるのは

地元に強い寺泊水族博物館ならではだと感じた。 

 

現段階の一日の来館者数はどの程度か。 

 

平日は60人前後、土曜日は300～500人、日曜日は800～1000人程度であ

る。混雑するのは11時30分から14時30分まで。6月21日の日曜日に館内

の状況を調査したところ11時30分の時点で駐車場には約70台、館内に

は約160人がいたが、館内全体としてみるとそれほど密ではなかったた

め、繁忙期でも最大収容人数は200人をめどにしようと考えている。 

お盆になると多い日で1日2000人来館するので、駐車スペースを減らし

て対応する予定である。 

 

三密を避けるのは当然だが、基本的にはお客様あっての水族館である

ので、消毒や検温についても徹底してほしい。 

 

（３）水族博物館整備事業の計画（概要）について 

（資料により説明） 

主な意見は次のとおり。 

 

寺泊水族博物館の改修の見込みは当分の間、全くないのか。 

 

長岡市議会３月定例会にて地元選出の議員から、「寺泊水族博物館の改

築等今後の方向性について市長の考えを聞きたい。」との質問があり、

市長は、「にわかに建て替えという判断は今の段階ではできないが、水

族博物館協議会の議論を大切にしながら、さらには経済状況及び市の

財政状況も考慮して引き続き検討をしていく。」と答弁した。全く見込

みがないわけではない。 

 

水族博物館協議会前には必ず寺泊水族博物館を見てから来ているが、

施設の雰囲気が前回と全く違っていて、どこかがリニューアルされて

いるのだろうと思った。建て替えは当座難しいが必ずやるという市長

の言葉もありますので、それまではこれまで通り努力して来館者が目

新しい気持ちになるように展示の仕方を工夫してほしい。 

 

８月から開始する寺泊地域限定ポッキリパスポートに絡めて何かでき
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ないか。 

 

子どもたちが家族で行ってみたいと思えるようなきっかけを学校の方

から呼びかけていただけるとありがたい。 

トキと自然の学習館では県外市外の来館者は多いが地元の方はほとん

どいないという話を聞いている。寺泊水族博物館はどうかわからない

が、まずは地元の方々に改めて来てもらうことに価値があると思って

いる。 

 

私は長岡市内での勤務が長いが、移動水族館やバスでどきどき水族館

などを各学校でほぼ毎年利用させていただいている。だが、学校での

様子を見ていると、意外と地元の子供たちは寺泊水族博物館のことを

あまり知らないのではと感じた。 

また今年は県外へ出れない分、地元の行事への参加傾向が強いため、

改めて地元の良さを知ってもらう良いチャンスかもしれない。学校の

方でも総合学習の時間を絡めて参加していけたらと考えている。 

 

寺泊水族博物館には多くの学校が訪れているが、寺泊小学校や大河津

小学校はどうか。 

 

以前大河津小学校からは、将来の夢という形で子供たちが班ごとに考

えた新しい夢の水族館の発表会に招かれて行ったことがあり、子供た

ちの夢を聞かせていただいた。 

寺泊小学校は学校独自の水族館があり、寺泊水族博物館から飼育方法

を指導したり、生態を提供させていただいている。 

大河津小学校も寺泊小学校も寺泊水族博物館を活用していただいてい

ると思っている。 

 

私も協議会前に寺泊水族博物館に2歳の女の子とその子のお母さんと

訪れたが、ペンギンサブプール前にある手すりによって、女の子が見

づらそうにしていた。またお母さんからは、もっと館内の足元を明る

くした方がいいんじゃないかという意見があった。 

全て見せる必要はないが、Google のストリートビュー等を活用して館

内の雰囲気を発信することで、来館前に館内の雰囲気を伝えることが

できて良いと思う。 
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常々感じていることだが、我々職員では視点が凝り固まってしまって

いるようなところがあるので、違う視点から見た問題点を聞かせてい

ただけるのはありがたい。我々職員もいろいろな視点で細かい所にま

で目を向けられるように精進していく。 

 

何度も言って申し訳ないが、水族館というものは未来永劫は続かない

もので、修理しながら続けていってもどこかのタイミングで建て替え

なければいけない。今すぐに出来ないことはわかってるが、将来どう

いった水族館を建設したらいいのかということを考えていかなければ

ならない。 

今回の新型コロナウイルス感染症の流行も考え、将来できる寺泊水族

博物館は新しい生活様式に対応できる形にしなければならない。 

 

現在餌付けショーは休止中とのことだが、このコロナ禍の終息には時

間がかかる。難しいとは思うが何か他との違いを打ち出せないか。 

例えば、餌付けショーならどうすれば観客が密にならないか。他の施

設では透明なシートを立てて区切るような対策をとっていたが、寺泊

水族博物館ではそういったことは何かできないか。 

 

基本的には土日が休みの方が多いので寺泊水族博物館も混雑するが、

逆に平日の来館者は60～70人ほどでなので、平日限定で餌付けショー

を行うというのは十分考えられる。この夏は無理だが、秋ごろからな

ら平日限定でテッポウウオの射撃ショーや餌付けショーの開催も可能

ではないかと考えている。 

 

入口にあるカエルの足跡を大水槽前の床に描くのも良いと思う。 

 

低学年の子たちが寺泊水族博物館を見て鮮魚市場で魚を買って帰るの

をすごく楽しみにしていた。例えばこのように、寺泊地域内の他の施

設と連携してつながりを作ってみるなどはどうか。 

また、子供たちが学校行事などで訪れることが増えれば親御さんがま

た連れてきてくれることが増えると思うが、学校としては休校などで

授業日数が減っている中で水族館へ行くにはもっと付加価値が欲し

い。キャリア教育にも関連づけ、教育的な授業の一環として飼育員の

仕事内容などの話が聞けるといいと思う。 

 



 

 

 

 

 

 

以上 

９ 会議資料   別添のとおり 

 


